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し
、
木
陰
で
は
昼
食
を
広

げ
憩
う
人
た
ち
で
溢
れ
、

市
民
祭
り
は
盛
り
上
が
っ

た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
場
前
の
「
花

は
な
ス
テ
ー
ジ
」
で
13
時

15
分
か
ら
40
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
た
。
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
装
い
で
颯
爽
と
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
し
た
中
村

美
律
子
さ
ん
。「
白
昼
の

ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
の
は
初

め
て
」
と
笑
い
を
誘
っ
て

の
大
会
宣
言
に
歓
声
と
拍

手
の
渦
が
広
が
っ
た
。
浅

田
勝
副
実
行
委
員
長
が
１

９
７
８
年
５
月
28
日
の
第

１
回
か
ら
の
「
振
り
返
り

と
こ
れ
か
ら
」
を
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
て
説
明
。

野
田
義
和
市
長
は
「
合

併
し
て
50

年
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ

プ
で
世
界

が
花
園
を

注
目
し
て

い
る
。
１

０
０
年
を
目
指
し
て
頑
張

る
と
」
と
語
っ
た
。
最
後

に
、
駆
け
つ
け
た
近
鉄
ラ

イ
ナ
ー
ズ
５
人
に
対
し
中

村
美
律
子
さ
ん
の
音
頭
で

カ
チ
ド
キ
を
あ
げ
た
。
開

幕
戦
は
８
月
18
日
。

　

芝
生
広
場
で
ス
タ
ン
バ

イ
し
て
い
た
近
畿
大
学

よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル
を

取
材
。
66
人
で
「
ム
ゲ

ン
」
を
演
技
す
る
「
よ
さ

こ
い
連
」
の
リ
ー
ダ
ー

岸
貴
宏
さ

ん
（
20
）

は
総
合
社

会
学
部
３

回
生
、
参

加
に
つ
い

て
「
東
大

阪
市
を
中

心
に
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
し

た
り
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ま
た
、
練
習
な
ど
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た

い
」
と
話
し
た
。
市
民
祭

り
の
感
想
を
「
学
部
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
勉
強
を

し
て
い
る
の
で
将
来
的
に

も
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

大
事
な
こ
と
」と
述
べ
た
。

　

運
営
本
部
席
の
年
配
の

幹
事
は
「
エ
ン
ト
リ
ー
数

が
多
く
、
常
連
さ
ん
も
多

い
う
え
、
メ
ー
ン
で
や
り

た
い
と
い
う
の
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
組
み
方
が
大

変
で
す
よ
」
と
明
か
し
た
。

南
側
入
り
口
の
警
備
本
部

で
開
く
と
「
自
転
車
置
き

場
は
昼
前
に
５
０
０
０
台

で
満
杯
に
な
っ
た
。
他
の

駐
輪
場
も
同
じ
。
40
万
人

と
市
長
は
言
っ
て
い
た

ね
」
と
話
し
た
。

　

晴
天
の
５
月
14
日
、
ホ

テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
瑞
穂
の

間
（
東
大
阪
市
上
石
切
町

１
）
に
て
、
第
19
回
枚
岡

神
社
崇
敬
会
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

第
１
部
は
神
宮
遥よ

う
は
い拝
・

国
歌
斉
唱
の
後
、
平
成
28

年
度
活
動
報
告
・
決
算
報

告
、平
成
29
年
度
活
動
案
・

予
算
案
等
の
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

　

地
引
啓
会
長
の
挨
拶
に

引
き
続
い
て
中
東
弘
宮
司

が
挨
拶
に
立
ち
、
毎
月
１

日
の
月つ

き
な
み
さ
い

次
祭
の
講
話
と
同

様
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

話
で
会
場
を
沸
か
せ
て
い

た
。

　

第
２
部
は
薬
師
寺
長
老

で
喜
光
寺
住
職
の
山
田
法ほ

う

胤い
ん

さ
ん
が
「
お
か
げ
の
お

　

日
本
郵
便
は
、
本
日
６

月
１
日
に
は
が
き
を
52
円

か
ら
62
円
に
値
上
げ
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
５
月
15

日
か
ら
新
た
な
62
円
切
手

と
は
が
き
を
全
国
で
発

売
。
値
上
げ
は
約
23
年
ぶ

り
。

　

52
円
の
切
手
・
は
が
き

以
外
は
変
更
し
な
い
。

か
げ
の
お
か
げ
さ
ま
」
と

題
し
て
講
演
。
会
員
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

仏
教
伝
来
か
ら
日
本
建

国
の
歴
史
、

古
事
記
・
日

本
書
紀
の
編

纂
、
仏
教
と

神
道
の
共
通

性
等
々
、
悠

久
の
テ
ー
マ

を
味
わ
い
深

く
語
っ
た
。

　

講
演
終
了

後
、
直な

お
ら
い会
へ

と
会
場
を
移

し
て
、
乾
杯

の
後
、
崇
敬

会
の
会
員
、
中
東
宮
司
以

下
の
神
職
が
賑
や
か
に
楽

し
く
会
話
の
輪
を
広
げ
て

い
た
。�

（
小
川
秀
人
）

抜
い
て
お
り
、
常
連
客
が
ど
ん
ど
ん
増
え
た
。
店
が

手
狭
に
な
り
、
近
鉄
河
内
小
阪
駅
近
く
の
ビ
ル
２
階

に
移
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
こ
こ
も
手
狭
に
な
り
、

今
の
駅
前
ビ
ル
１
階
に
。

　

さ
ら
に
手
を
伸
ば
し
、
大
阪
市
内
へ
の
進
出
も
果

た
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
．（
ニ
コ
）
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
の
お
世
話
に
な
り
、
こ
こ

ま
で
来
れ
ま
し
た
」
と
い
う
田
ノ
岡
さ
ん
の
言
葉
は

感
謝
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
自
分
の
足
で
立
ち
、
一

つ
の
道
を
極
め
て
き
た
か
ら
こ
そ
出
る
言
葉
に
は
重

み
が
あ
る
。
自
ら
道
を
切
り
拓
く
人
に
は
、
必
ず
物

心
両
面
に
お
い
て
手
助
け

す
る
人
が
出
て
く
る
。
そ

ん
な
田
ノ
岡
さ
ん
の
背
中

を
見
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ

は
真
摯
に
学
び
後
を
追
っ

て
い
る
。
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パイプイス人引車 36,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

後
注
受
き
つ
に
評
好
大約

20

す
ま
し
品
納
で
日

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用「

人
引
車
」

災
害
時
対
応
の
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２
０
２
０
年
と
い
う
節
目
の
年
は
す
ぐ

目
の
前
だ
。
も
の
ご
と
を
進
め
る
に
は
期

限
を
決
め
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
。

　

数
字
の
切
れ
目
を
使
っ
た
政
府
の
方
針

に
「
20
・
30
」（
女
性
管
理
職
比
率
30
％
）、

「
２
０
２
０
年
４
千
万
人
」（
訪
日
客
数
）

な
ど
が
あ
る
。
先
ご
ろ
、
厚
生
労
働
省
が

「
２
０
２
０
年
に
も
残
業
時
間
の
公
表
を
大
企
業

に
義
務
付
け
る
」
と
日
本
経
済
新
聞
（
５
月
18
日

付
）
は
１
面
で
報

じ
た
。

　

さ
て
、
本
題
で

あ
る
。
安
倍
首
相
が
５
月
３
日
の
改
憲
派
の
会
合

に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
内
容
は
自
衛

隊
の
存
在
を
憲
法
９
条
の
改
正
を
含
め
「
２
０
２

０
年
を
新
し
い
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
年
に
し
た

い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
「
自
衛
隊
は
違
憲
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

何
か
が
あ
れ
ば
命
を
張
っ
て
守
っ
て
く
れ
る
と
い

う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
だ
」
と
違
憲
・
合

憲
議
論
に
終
止
符
を
、
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
21

日
の
ラ
ジ
オ
番
組
収
録
で
「
自
民
改
憲
案
を
年
内

に
ま
と
め
る
」
と
発
言
。

　

唐
突
感
は
否
め
な
い
が
発
言
に
は
２
０
２
０
年

か
ら
逆
算
し
た
緻
密
な
計
算
が
あ
る
。
堅
調
な
経

済
環
境
、
総
裁
３
選
、
改
憲
勢
力
、
Ｇ
７
、
危
機
、

世
論
等
々
の
諸
条
件
を
織
り
込
ん
だ
も
の
だ
。
こ

れ
か
ら
憲
法
論
議
が
あ
ら
ゆ
る
場
で
白
熱
化
す

る
。
国
会
答
弁
な
ど
で
の
修
羅
場
に
耐
え
う
る
担

当
大
臣
を
誰
に
す
る
の
か
、
民
間
人
の
登
用
も
含

め
難
攻
不
落
の
〝
安
倍
城
〟
の
設
計
に
注
目
し
た

い
。

　

他
方
、
全
国
会

議
員
は
憲
法
を
熟

知
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
憲
法
審
査
会
や
党
の
方

針
に
従
え
ば
い
い
で
は
困
る
。
有
権
者
も
憲
法
を

勉
強
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
や
っ
て
く
る
国
民

投
票
の
た
め
に
も
憲
法
論
議
が
広
く
真
剣
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

期
限
を
直
前
ま
で
明
か
さ
な
い
の
が
首
相
の
専

決
権
の
解
散
だ
。

　
「
誰
が
や
る
の
か
、
誰
も
や
れ
な
い
、
俺
し
か

や
れ
な
い
」
と
〝
安
倍
時
計
〟
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
始
め
た
よ
う
だ
。

晴耕雨読

新
憲
法
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

内
科・心
療
内
科・皮
膚
科

八
尾
市
荘
内
町
２―

２―

36

☎
０
７
２―

９
９
０―

５
３
３
１

（
八
尾
徳
洲
会
総
合
病
院
西
側
）

さ
ん
ぽ
う
ク
リ
ニッ
ク

院
長　
楊　

博
嗣

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
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６
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８
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６
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８
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４
０
６

根川医院

本
社
工
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大
阪
府
八
尾
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西
弓
削
３
丁
目
70
番
地

〒
581―
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TEL
０
７
２―
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４
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４
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０
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ク
リ
ア
フ
ァ
イ
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ク
リ
ア
ブ
ッ
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オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00〜19:30
　　　　　　　　　視聴は http://i-tv.jp

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ６
月

１日 �ゲスト�：�野田しょう子さん「東大阪市議、
女性の活躍を応援」（キャスター�：�小川秀人
記者）

８日 �ゲスト：安川昭雄さん「未来を見たもの
づくり」（キャスター�：�小野元裕社長）

15日 �ゲスト：細川三郎さん「恩送り」（キャス
ター�：�嶋津亮太記者）

22日 �ゲスト：秦清子さん「小学校英語教科に
は教える資格が必要」（キャスター�：�石河亮
平編集委員）

29日 �ゲスト：嶋方祥子さん「シニアのパソコ
ンライフ」（キャスター�：�大賀清志記者）

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

馬
刺
し
・
焼
き
肉
・
す
き
焼
き
・
ハ
リ
ハ
リ
鍋

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

家具アウトレット

http://tamai-kagu.com/

【開催前】玉井家具㈱ 本社
　　TEL 072-996-2601
　　（平日9時～ 18時）
【開催中】花博会場
　　TEL 06-6915-9206
　　（10時～19時）せ

わ
合
い
問
お

大
会
宣
言
を
す
る
中
村
美
律
子
さ
ん

　

東
大
阪
市
民
の
手
作
り
に
よ
る
「
第

40
回
東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が

５
月
14
日
（
日
）、
近
鉄
布
施
駅
か
ら

八
戸
ノ
里
駅
ま
で
の
北
側
通
路
「
ふ
れ

あ
い
通
り
会
場
」
と
「
花
園
中
央
公
園

会
場
」
の
２
会
場
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
こ
で
ヘ
ア
セ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
と
、

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
―
。
そ
ん
な
美
容

院
が
近
鉄
河
内
小
阪
駅
前
に
あ
る
。
Ｃ
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｌ
（
キ
ャ
メ
ル
）
だ
。

　

オ
ー
ナ
ー
で
美
容
師
の
田
ノ
岡
浩
明
さ

ん
（
55
）
は
和
歌
山
の
龍
神
村
出
身
。
美

容
師
と
し
て
活
躍
す
る
同
級
生
に
触
発
さ

れ
、
大
阪
に
出
て
美
容
学
校
に
通
い
、
卒

業
後
心
斎
橋
の
美
容
院
で
働
く
こ
と
に
。

　

働
き
始
め
て
す
ぐ
に
常
連
客
の
マ
ダ
ム

に
腕
を
見
込
ま
れ
る
。
出
資
を
受
け
、
独

立
し
近
鉄
長
瀬
駅
前
に
店
を
出
す
。
28
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

田
ノ
岡
さ
ん
の
セ
ン
ス
と
技
術
は
群
を

　

40
回
目
を
記
念
し
、
大

会
実
行
委
員
長
は
平
成
21

年
か
ら
東
大
阪
市
の
観
光

大
使
を
務
め
る
歌
手
の
中

村
美
律
子
さ
ん
が
務
め

た
。
40
万
人
が
参
加
。
青

空
の
下
、
さ
わ
や
か
な
風

が
通
り
抜
け
る
中
央
公
園

広
場
は
家
族
連
れ
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
な
ど
で
混
雑

ストーンサークル

　

４
月
22
日
、
障
害
者
・

高
齢
者
福
祉
施
設
の
運

営
・
管
理
を
行
う
社
会
福

祉
法
人
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン

（
東
大
阪
市
荒
本
西
３
―

２
―
８
）
の
後
援
会
総
会

が
開
か
れ
た
。

　

会
場
の
障
害
者
・
高
齢

者
複
合
施
設
エ
バ
ー
グ

リ
ー
ン
（
東
大
阪
市
荒
本

１
―
４
―
32
）
に
は
、
職

員
含
め
お
よ
そ
１
０
０
人

が
集
い
、
和
や
か
な
拍
手

と
笑
い
声
に
包
ま
れ
た
。

最
初
の
挨
拶
を
行
っ
た
、

後
援
会
会
長
で
元
衆
議

院
議
員
の
西
野
陽あ

き
ら

さ
ん

は
、
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
の

理
事
長
・
勝
井
忠
夫
さ
ん

（
77
）
の
同
級
生
。
２
人

は
大
阪
府
立
布
施
高
等
学

校
で
机
を
並
べ
た
。
勝
井

さ
ん
に
つ
い
て
「
前
向
き

な
取
り
組
み
に
感
服
し
て

い
る
」
と
評
し
、「
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
」

と
真
摯
な
目
で
語
っ
た
。

　

６
月
で
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー

ン
の
理
事
長
を
辞
任
す
る

勝
井
さ
ん
は
、
こ
の
日
が

理
事
長
と
し
て
の
最
後
の

挨
拶
と
な
っ
た
。
辞
任
に

際
し
て
は
「
感
無
量
」
と

率
直
な
思
い
を
述
べ
た
。

「
足
腰
も
弱
り
、
舌
も
も

つ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
半

生
。
残
り
の
人
生
も
い
ろ

い
ろ
や
り
た
い
」
と
飾
り

気
の
な
い
言
葉
で
今
後
の

意
欲
を
示
し
、
会
場
を
沸

か
せ
た
。

　

次
の
理
事
長
が
決
定
す

る
６
月
上
旬
ま
で
理
事
長

を
務
め
、
以
降
は
後
援
会

会
長
と
し
て
活
動
す
る
勝

井
さ
ん
。
新
後
援
会
会
長

と
し
て
の
挨
拶
も
行
い
、

「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
一
生

懸
命
働
い
て
い
る
。
仕
事

の
で
き
る
、
で
き
な
い
は

別
。協
力
金
は
利
用
者（
保

護
者
）
に
還
元
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
、
明
確

な
意
思
を
示
し
た
。

　
「
生
き
て
る
っ
て
い
い

な
」「
生
ま
れ
て
き
て
よ

か
っ
た
な
」
と
誰
で
も
が

思
え
る
社
会
づ
く
り
を
探

求
し
、
実
現
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
の
理
念
・
願
い

と
し
て
、
ヤ
ン
グ
グ
リ
ー

ン
の
支
援
を
続
け
て
き
た

後
援
会
。
会
員
数
の
増
加

な
ど
の
課
題
も
挙
げ
、
今

後
支
援
活
動
を
一
層
活
発

に
進
め
る
こ
と
を
表
明
し

た
。�

（
巻
幡
あ
す
香
）

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
美
容
院

ＣＡＭＥＬ ＮＩＣＯ.



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年６月１日（木）

感
謝
を

忘
れ
ず

　

５
月
19
日
、

割
烹
新
竹
（
八

尾
市
本
町
１
）

で
八
尾
北
部
産

業
ク
ラ
ブ
の
第

52
回
の
会
員
総
会
と
懇
親

会
が
開
か
れ
た
。

　

産
業
ク
ラ
ブ
は
、
八
尾

市
内
で
事
業
を
営
む
企
業

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

抱
え
る
問
題
や
課
題
に
つ

い
て
、
互
い
に
交
流
を
深

め
、
協
力
し
な
が
ら
解
決

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
機
関
だ
。
現
在
、

八
尾
北
部
、
志
紀
、
八
尾

南
、
八
尾
中
央
、
八
尾
東

部
５
つ
の
産
業
ク
ラ
ブ
が

活
動
し
て
い
る
。

　

総
会
は
会
長
の
柳
本
浩

通
さ
ん
（
56
、
株
式
会
社

柳
工
芸
代
表
取
締
役
）
に

よ
る
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　

３
部
構
成
と
な
っ
て
お

り
、
１
部
で
は
議
案
の
報

告
お
よ
び
決
議
を
、
２
部

は
「
総
会
セ
ミ
ナ
ー
」
と

し
て
専
門
家
を
招
き
講
義

が
開
か
れ
た
。

　

講
義
の

内
容
は

「
最
先
端

の
が
ん
治

療
情
報
！

大
阪
初
の

粒
子
線

（
陽
子
線
）治
療
」と
題
し
、

医
療
法
人
伯
鳳
会
大
阪
陽

子
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療

放
射
線
技
師
、
篠
原
靖
宏

さ
ん
（
27
）
が
が
ん
治
療

と
粒
子
線
に
つ
い
て
話
し

た
。「
生
涯
の
う
ち
に
２

人
の
う
ち
１
人
が
が
ん
に

か
か
る
確
率
が
あ
る
」
と

い
う
切
り
口
か
ら
、
が
ん

は
遺
伝
だ
け
で
な
く
生
活

習
慣
や
環
境

に
よ
っ
て
誰

し
も
か
か
る

可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
示

し
た
。
が
ん

治
療
に
は
さ

ま
ざ
ま
あ
り
、
Ｘ
線
と
粒

子
線
の
違
い
に
つ
い
て
詳

し
く
述
べ
た
。
最
先
端
の

粒
子
線
治
療
は
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
上
、
通
院
で

仕
事
を
続
け
な
が
ら
も
治

療
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
体
に

優
し
く
、
回
復
が
早
い
の

が
粒
子
線
の
特
徴
で
あ

る
。
会
員
は
皆
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。
難
点
と
し
て

現
時
点
で
は
治
療
費
が
高

額
で
あ
る
こ
と
（
約
３
０

０
万
円
）。

　

次
に
講
師
が
東
京
海
上

日
動
あ
ん
し
ん
生
命
の

大
阪
南
生
保
支
社
担
当

課
長
、
好
井
太
輝
さ
ん

（
44
）
に
替
わ
り
、
粒
子

線
治
療
に
対
応
し
た
保
険

（
先
進
医
療
特
約
）
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

３
部
の
懇
親
会
で
は
、

皆
で
食
事
を
し
な
が
ら
企

業
間
交
流
が
行
わ
れ
た
。

　

柳
本
浩
通
会
長
さ
ん

は
、
八
尾
市
北
部
地
区
の

商
工
業
の
発
展
か
ら
ひ
い

て
は
八
尾
市
の
発
展
へ
繋

げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
地

域
環
境
の
改
善
、
整
備
、

ま
た
若
い
力

を
育
て
、
ま

す
ま
す
の
繁

栄
を
志
し
た

決
意
の
旨
を

語
っ
た
。

　

５
月
１
日
、
サ
ン
コ
ー
物
産
株
式
会
社

の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
播
磨
保
養
所

を
訪
れ
た
。
大
阪
市
内
か
ら
高
速
道
路
に

入
り
、
車
で
約
２
時
間
。
車
窓
か
ら
は
緑

に
包
ま
れ
た
山
々
が
広

が
る
。
播
磨
自
然
高
原

（
兵
庫
県
赤
穂
郡
）
に

そ
れ
は
あ
る
。

　

そ
の
新
鮮
な
空
気
か

ら
、
喘
息
の
人
や
肌
に

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人

も
療
養
で
度
々
訪
れ
る

場
所
だ
と
い
う
。

　

こ
の
研
修
セ
ン
タ
ー

は
新
卒
者
の
研
修
を
目

的
と
し
て
、
１
９
８
８

年
に
建
設
さ
れ
た
。「
企

業
は
人
、
優
秀
な
人
間

の
集
団
に
し
な
い
と
企

業
の
存
続
は
な
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
サ
ン
コ
ー
10
カ
年
計
画
と
題
し
た
新

卒
採
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
も
の
だ
。

　
「
第
１
期
生
が
来
た
と
き
、
女
性
に
は
茶
道
と
華

道
を
、
男
性
に
は
剣
道
を
社
員
教
育
の
中
に
取
り
入

れ
ま
し
た
」

　

サ
ン
コ
ー
物
産
株
式
会
社
の
会
長
、
細
川
三
郎
さ

ん
（
80
）
は
語
る
。

　
「
企
業
は
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
激
し

い
社
会
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
重
要
視
す
べ
き
こ

と
は
『
人
間
を
い
か
に
豊
か
に
す
る
か
』
と
い
う
こ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

地
下
鉄
リ
ヴ
ォ
ベ
レ
ー
ジ
ュ
ナ
駅
で
マ
リ
ア
と

待
ち
合
わ
せ
、国
際
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

へ
向
か
う
。長
蛇
の
列
。車
道
は
車
で
溢
れ
か
え
っ

て
い
る
。
国
際
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
へ

続
く
道
は
、
色
と
り
ど
り
の
服
装
を
し
た
人
が
お

喋
り
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。皆
、ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ

ン
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
祭
）
に
向
か
っ
て
い
る
。

12
年
ぶ
り
の
キ
エ
フ
で
の
開
催
だ
。

　

前
回
は
２
０
０
５
年
に
行
わ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
歌
手
ル
ス
ラ
ナ
が
２
０
０
４
年
に
優
勝
し
た

の
で
、
キ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。
カ
ル
パ
チ
ア
出
身

の
彼
女
は
ワ
イ
ル
ド
な
踊
り
と
歌
で
人
び
と
を
魅

了
し
た
。

　

行
列
の
中
に
は
派
手
な
仮
装
す
る
者
、
自
分
の

国
の
国
旗
を
頬
に
描
い
て
い
る
者
、
見
て
い
る
だ

け
で
楽
し
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
来
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
人
は
見
当

た
ら
な
い
。

　
「
夜
９
時
か
ら
始
ま
る

フ
ァ
イ
ナ
ル
の
チ
ケ
ッ
ト

を
取
れ
な
く
て
、
ご
め
ん

ね
」

　

そ
う
言
う
と
、
マ
リ
ア

は
小
さ
く
首
を
横
に
振

る
。

　
「
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で

十
分
だ
わ
。
２
時
か
ら
始

ま
る
の
で
、
夜
遅
く
な
ら

な
く
て
済
む
し
ね
」

　

奥
ゆ
か
し
い
マ
リ
ア
に
愛
ら
し
さ
を
感
じ
る
。

　

会
場
の
入
口
は
１
時
間
半
前
と
い
う
の
に
、
人

で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
。
国
際
空
港
な
み
の
厳
し

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

　

会
場
に
入
る
と
、
売
店
が
並
ん
で
い
る
。
グ
ッ

ズ
の
売
店
で
マ
フ
ラ
ー
と
キ
ャ
ッ
プ
を
買
う
。
マ

リ
ア
の
首
に
鮮
や
か
な
水
色
の
マ
フ
ラ
ー
を
掛
け

る
と
、
ほ
ん
の
り
頬
を
染
め
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
微
笑
ん
だ
。

　

マ
フ
ラ
ー
と
同
じ
色
の
キ
ャ
ッ
プ
を
私
が
被
る

と
、

　
「
よ
く
似
合
う
わ
」

　

そ
う
言
っ
て
、
マ
リ
ア
は
私
の
腕
に
手
を
絡
め

た
。
一
緒
に
ホ
ー
ル
へ
入
る
と
、
会
場
は
す
で
に

賑
や
か
だ
。
私
た
ち
の
席
は
舞
台
か
ら
見
て
左
、

Ａ
席
。
席
を
見
つ
け
座
る
や
否
や
、
コ
ン
サ
ー
ト

が
始
ま
っ
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
79

12年ぶりのユーロビジョン

10月 21日（土）
17：30開演（17：00開場）
八尾市文化会館プリズムホール
■チケット 全席指定・税込み（当日増なし）
一　般6,800円
障がいのある方とその介添えの方１名様まで5,800円
友の会6,300円
玉置浩二は、元ロックバンド「安全地帯」のボーカリストでミュージシャ
ン。繊細で情感のこもった曲や、パワフルな曲など、幅広いジャンルを歌い
こなせる力量を持っており、熱狂的なファンを持つ。1987年に安全地帯
でデビュー。1993年には活動を休止し、ソロ活動に専念。1996年には、
玉置浩二自らが主演したドラマ「コーチ」の主題歌である「田園」が大ヒッ
トし、紅白歌合戦の出場を果たす。2002年には「安全地帯」の活動の再開
を発表。途中で活動休止があったものの、現在も活動を続けている。玉置浩
二のハスキーな声と、伸びやかな歌声、そして男から見てもほれぼれする
ビジュアルは多くのファンの心をつかみ、今だに高い人気を博している。

 玉置浩二　ALL TIME BEST「30」
～ 30th Anniversary Tour 2017 ～

ソロ 30周年を記念して、ヒット曲の数々で贈るスペシャルコンサート！

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月15日（日）
　　　　　13時 30分～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の生地を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

16日  倫理研究所法人レクチャラー　田中由夫氏「人生と倫理」
113日  高槻市倫理法人会専任幹事　小池ゆき子氏「倫理の種で咲いた心の花」
20日  堺市北区倫理法人会会長　池澤恒人氏「純粋倫理から学ぶ『波動と倫理体験』」
27日  大阪府倫理法人会MS名誉委員長　光田誠次氏「倫理と我が人生、そして活力朝礼！」

29日  近畿大学附属小学校・幼稚園／校長・園長　森田哲氏「歴史的変革が求められる学校教育の現場から」
22日  東大阪市倫理法人会実行委員　東方周作氏「倫理に出会うまで」東大阪市倫理法人会実行委員　北澤千尋氏「苦難はなぜ顕れるのか？」

16日  高槻市倫理法人会相談役　小林京子氏「何事もあきらめない」
23日  東京都倫理法人会後継者倫理塾長　平野尚氏「『心即太陽』希望は心の太陽（希望があれば、夢があればそして何事も10年続ければ形になる）」
30日  新大阪倫理法人会幹事　藤本喜子氏「ワタシのあしながおじさん～ワタシの魅力は笑顔・度胸・迫力～」

15日  株式会社サンキ代表取締役社長　樋口博美氏「地球(ここ)にきて楽しんでいますか」
18日  大阪府倫理法人会青年委員長　菅原弘士氏「青年委員会運営記」
11日  大阪府倫理法人会副会長　上西知氏「純粋倫理は人生の宝石箱その４～発顕還元の原理～」

22日  光・下松倫理法人会会長　竹光国男氏「つまずいてこそ出会う」
29日  北海道倫理法人会普及拡大副委員長　歌原由佳氏「倫理デトックス」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―5820６月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-883-1156６月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―8838６月の予定

企業間の交流図る
第52回八尾北部産業クラブ総会
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企業は人で変わる

サンコー物産株式会社
〒550-0015
大阪市西区南堀江4ー33ー29
TEL：06ー6533ー1271
FAX：06ー6543ー0914

11の社会貢献団体参加
合同新歓開催

仲
間
づ
く
り
に
励
む
！

八尾の未来を作る若者たちが集結

　八尾に暮らし活動する若者の横の
繋がりを強めるため、合同新歓が４
月 29 日にアクトランドＹＡＯ（八
尾市恩智中町 4-55）で開かれた。
　参加したの 11 の社会貢献団体。
八尾レオクラブ、ハッピーアースデ
イ大阪、はちのじ、ダブルスマイル
サンタ、ＮＰＯ法人エコ・リーグ、
八尾バル、八尾北ビオトープ研究会、
ＮＰＯ法人ナック、八尾市立しおん
じやま古墳学習館、ＮＰＯ法人八尾
市活き活き会議、天神祭ごみゼロ大
作戦。
　若者たちは互いの活動を紹介しな
がら、仲間づくりに励んだ。

カフェ・オトモ

CAFE.OTOMO
akioka masako　ミニワンマンライブ
～水無月に北の国から爽やかな風が～

　一度耳にしたら忘れられない声を持つアキオカマサコ♪
北海道・東京を拠点に活動するシンガーソングライター（ギター弾き語り）。
　空気のように漂い、聞く人の心に溶け込みながらも存在感を残す歌声、
１人の女性の視点で見つめる、人間模様を描き出す歌詞。歌で映し出され
る景色が目の前に広がり、その空間を支配する。
　ＴＶＣＭ（ブライダル・ＪＡなど）楽曲タイアップも多数、また歌だけではなく、
その独特な声でのナレーションも多数あり。網走観光大使としても活躍。
　現在ＦＭ北海道（ＡＩＲ－Ｇ’）のレギュラー番組も持ち、多忙ななかで約１年ぶ
りとなる関西でのライブが決定！
　ギタリスト大野玲史氏がサポート演奏予定。

２４

議
案
の
報
告
お
よ
び
決
議
と

専
門
家
招
き
総
会
セ
ミ
ナ
ー

と
で
し
た
。
そ
こ
で
は
じ
め
た
の
が
サ
ン
コ
ー
10
カ

年
計
画
で
す
。
ま
ず
は
大
阪
府
中
小
企
業
家
同
友
会

に
入
り
、
大
学
を
回
っ
て
人
を
集
め
ま
し
た
」

　

そ
の
成
果
も
あ
り
、
サ
ン
コ
ー
物
産
は
社
会
を

襲
っ
た
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
を
も
耐
え
忍
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
業
界
内

で
数
え
切
れ
な
い
企
業

が
破
綻
し
、
一
掃
さ
れ

た
混
乱
期
。
そ
れ
で
も

生
き
残
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
「
人
間
力
」
だ

と
細
川
会
長
は
語
る
。

　
「
捨
て
る
も
拾
う
も
、

人
間
が
決
め
る
こ
と
で

す
。
あ
の
よ
う
な
事
態

（
バ
ブ
ル
の
崩
壊
）
で

軒
並
み
会
社
が
倒
産
し

て
も
、
サ
ン
コ
ー
に
は

救
っ
て
く
れ
る
人
が

い
た
の
は
、
今
ま
で
誠
実
に
仕
事
に
向

き
合
っ
て
き
た
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
思
う
と
、
手
を
差
し
伸
べ

て
く
れ
た
方
々
に
は
感
謝
し
て
も
し
き

れ
ま
せ
ん
」

　

サ
ン
コ
ー
物
産
が
今
ま
で
ず
っ
と

や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
決

し
て
自
分
た
ち
だ
け
の
力
だ
け
で
は
な

く
、
関
わ
り
合
っ
て
き
た
人
た
ち
の
お

陰
だ
な
の
だ
と
力
強
く
話
し
た
。

　
「『
感
謝
』
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
を
見
る
と
当
時
の

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
」

　

そ
う
言
っ
て
吹
き
抜
け
の
天
井
を
見
上
げ
た
。

　
「
嬉
し
い
の
は
で
す
ね
、
10
カ
年
計
画
で
回
っ
た

大
学
か
ら
、
今
だ
に
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
り
、
求

人
採
用
の
問
い
合
わ
せ
の
連
絡
が
入
っ
た
り
す
る
の

で
す
よ
」

　

照
れ
る
よ
う
に
笑
い
な
が
ら
細
川
会
長
は
話
す
。

そ
れ
も
こ
れ
も
細
川
会
長
の
人
間
力
、
ひ
い
て
は
サ

ン
コ
ー
物
産
の
人
間
力
に
違
い
な
い
。
会
長
の
優
し

い
笑
顔
は
印
象
的
だ
っ
た
。 

（
嶋
津
亮
太
）

企
業
は
人
、優
秀
な
人
間
の
集
団
に
し
な
い
と
企
業
の
存
在
は
な
い

akioka masako
http://akiokamasako.com/

柳本浩通会長

和やかな懇親会

第８回みのり祭り挙行

亡
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…

自然葬「みのり」合同慰霊祭
快晴の下開催

　第８回みのり祭りが４月 29 日に日宝寺法浄霊
園（八尾市山畑 290）で快晴の下行われた。自然
葬「みのり」の合同慰霊祭で、毎年この時期に行
われる。遺族ら約 50 人が集い、亡き人の冥福を
祈った。
　日宝寺の小西法明住職の読経と法話に続き、尺
八演奏家原田豊鳳さんと口笛奏者儀間太久実さん
による演奏が行われた。昨年の演奏に感動した遺
族らのアンコールに応えての演奏。
　亡き人があの世からメッセージを送っているか
のように、演奏中強い風が吹いた。

隅々にまでこだわって建てられた保養所

「感謝の心が何より大切です」
と話す細川三郎会長　　　　　

サンコー物産㈱会長 細川三郎の語る「人間力」

お
店
で
予
約
受
付
中
♪

厳粛な雰囲気のなか進められた会員総会
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CAFE.OTOMO
八尾市光町 3-20-180ペントモール八尾５番街TEL072-924-0015
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